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国
道
３
１
３
号
落
合
橋
西
詰
の
慢

性
的
な
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
岡
山
方

面
へ
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
平
成　
１２

年
度
か
ら
市
道
玉
川
落
合
線
の
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
平
成　

年
度
か
ら
整
備
を
進
め

１８

て
い
た
玉
川
町
玉
地
区
と
落
合
町
阿

部
地
区
を
結
ぶ
新
し
い
橋
が
、
今
年

７
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

　

市
は
、
新
し
く
で
き
る
橋
が
、
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
も
の
と
な
る
よ

う
名
称
を
公
募
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

﹇
橋
の
概
要
﹈

▼
構
造
形
式
…
Ｐ
Ｃ
（
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
３
径
間
連

続
箱
桁
橋

▼
長
さ
…
１
３
３
�

▼
幅
…
９
・
８
〜
７
・
７
�

▼
事
業
費
…
４
億
８
５
４
０
万
円

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
、
橋
の
名
称

と
簡
単
な
説
明
を
付
記
し
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年

齢
、
性
別
、
職
業
（
ま
た
は
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
４
月　

日
�
（
当
日
消

３０

印
有
効
）

【
賞
品
】
名
付
け
親
賞
１
人
に
、
感
謝

状
と
記
念
品

※
決
定
し
た
名
称
に
複
数
の
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

〒
７
１

６
�
８
５
０
１〔
住
所
不
要
〕建
設
課

管
理
係
（
�
�
０
２
３
２
）

●� ●�

落合橋�

備中�
広瀬駅�

玉川橋�

神崎橋�

高
梁
川�

新しくできる橋�

293

180

313
ゆめタウン�
イズミ�

市道玉川落合線�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�

成羽川
�

至
高
梁
市
街
地

至
高
梁
市
街
地�

至
高
梁
市
街
地�

至
総
社

至
総
社�

至
総
社�

工事が進む新しい橋

橋新しい　
　　　　　   に 名前を付けてください

　

市
が
生
産
を
振
興
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
と
ト
マ

ト
の
栽
培
技
術
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
農
業
の
振
興
と
定
住

促
進
対
策
の
一
環
と
し
て
、市

内
外
を
問
わ
ず
、こ
れ
か
ら
栽

培
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
新

規
栽
培
者
、定
年
後
に
農
業
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
定
年

帰
農
者
な
ど
を
対
象
に
、栽
培

か
ら
出
荷
ま
で
の
過
程
を
現

地
で
実
際
に
体
験
し
て
、就
農

に
向
け
て
の
栽
培
技
術
の
習

得
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
在
住
、ま
た
は
市
内
に

就
農
希
望
の
人
で
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
意
欲
を
持
っ
て
農
業
経
営

に
取
り
組
む
人（
出
荷
を
目
標

と
し
て
い
る
こ
と
）

①
新
た
に
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、

ま
た
は
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始

め
よ
う
と
す
る
人

②
栽
培
を
始
め
て
、お
お
む
ね

３
年
目
ま
で
の
人
で
、基
礎
技

術
を
習
得
し
た
い
人

ニューピオーネ・トマトスクール　受講生募集

○
農
家
へ
の
労
働
支
援
希
望

の
人
で
、基
礎
技
術
を
習
得
し

た
い
人

▽
申
込
期
限
…
４
月　

日
�

３０

▽
受
講
料
…
無
料

▽
定
員
お
よ
び
研
修
内
容

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

農

林
課
農
政
係（
�
�
０
２
２
３
）

１５人（先着順）定　　員

市内ほ場（未定）研修場所

４月下旬～９月下旬
（全５回）※各回半日程度

研修期間

定植、葉かき、誘引、収穫、土づく
り、優良農家視察　など

研修内容

３０人（先着順）定　　員

市内ほ場（未定）研修場所

５月上旬～翌年２月上旬
（全９回）※各回半日程度

研修期間

枝管理、房づくり、収穫、土づくり、
剪定、優良農家視察　など

研修内容

トマトスクール ニューピオーネスクール
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順
正
女
学
校
の
発
展

　

私
立
順
正
女
学
校
は
裁
縫
科

と
文
学
科
を
も
っ
て
、
明
治　

（
１

１８

８
８
５
）
年
１
月
、
正
式
に
創
立

さ
れ
た
。
教
会
員
が
文
学
科
創
設

に
大
い
に
協
力
し
た
の
で
、教
会
と

の
関
係
は
以
前
に
も
増
し
て
深
ま

っ
た
た
め
、
町
民
の
中
に
は
「
伝
道

学
校
」
と
非
難
す
る
人
も
い
た
。し

か
し
、
援
助
な
し
に
は
私
立
の
女

学
校
を
運
営
す
る
こ
と
は
困
難

で
、
教
会
員
の
支
援
は
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
福
西
志
計

子
に
と
っ
て
信
仰
は
活
動
の
原
動

力
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神

に
よ
っ
て
学
校
を
経
営
し
た
が
、
学

業
と
信
仰
は
別
で
、
生
徒
に
信
仰

を
強
要
す
る
こ
と
は
な
く
、
生
徒

の
な
か
で
信
徒
に
な
っ
た
人
は
少

な
か
っ
た
。

　

順
正
女
学
校
に
続
い
て
、
明
治

　

年
に
私
立
岡
山
女
学
校
（
現
清

１９心
女
子
）、
私
立
山
陽
英
和
女
学

校
（
現
山
陽
女
子
）が
創
設
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
の

持
つ
、女
子
教
育
重
視
・
自
由
の
理

念
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

初
代
の
柴
原
宗
助
校
長
は
明
治

　

年
に
辞
職
し
て
京
都
に
移
り
、

１９二
代
目
と
し
て
柳
井 
重  
宣 
校
長
が

し
げ 

の
ぶ

就
任
す
る
。
彼
も
最
初
か
ら
の
後

援
者
で
あ
り
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

る
。 

大  
高  
檀  
紙 
の
製
造
は
父
の
代

お
お 

た
か 

だ
ん 

し

で
終
わ
り
、
松
山
戸
長
、　

年
か
ら

１７

県
議
会
議
員
を
し
て
お
り
、
畜
産

業
で
活
躍
し
た
実
業
家
で
、
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
た
信
望
の
厚
い

人
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
筒
袖
、 
袴 
に
革
靴
の
時
代

は
か
ま

か
ら
、
洋
装
時
代
に
移
ろ
う
と
し

て
い
た
。
県
下
で
も
明
治　

年
に

１７

は
岡
山
中
学
校
が
洋
服
で
制
服
が

決
め
ら
れ
、　

、　

年
よ
り
下
道

１９

２０

郡
、
上
道
郡
の
男
子
教
師
は
洋
服

着
用
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
福
西
は

明
治　

年
単
身
上
京
し
て
神
田
職

２０

業
学
校
に
学
び
、
洋
服
の
仕
立
て
、

西
洋
洗
濯
、
毛
糸
編
み
物
、
造
花
、

手
芸
な
ど
の
技
術
を
修
得
し
、
翌

年
帰
郷
し
、
高
梁
に
初
め
て
ミ
シ

ン
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
て

新
し
い
時
代
に
応
じ
た
教
育
内
容

が
導
入
さ
れ
、
順
正
女
学
校
の
名

は
高
梁
の
名
前
と
と
も
に
、
遠
い

所
ま
で
響
き
渡
っ
た
。

　

教
育
内
容
の
充
実
に
つ
れ
て
生

徒
が
多
く
な
っ
て
、
新
校
舎
建
設
の

願
い
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
順
正
女

学
校
の
成
立
時
よ
り
、
厳
し
い
財

政
を
救
う
た
め
１
銭
講
が
始
め
ら

れ
、
明
治　

年
ま
で
続
い
て
行
わ

３９

れ
て
い
る
。
ま
た
明
治　

年
後
半

２３

よ
り
木
曜
日
会
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
教
師
が

校
舎
の
新
築
を
願
う
祈
り
の
会

で
、
そ
の
熱
意
は
協
力
者
を
動
か

し
、　

年　

月
６
日
に
第
一
回
の

２６

１０

新
築
相
談
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ

で
募
金
を
呼
び
か
け
る
新
築
趣
意

書
が
作
ら
れ
福
西
、
木
村
静
の
ほ

か
、
板
倉 
信  
古 
、
柳
井
重
宣
、
石
川

し
ん 

ご

豊
次
郎
、
横
屋
幸
完
、 
蓑  
内 
鉱
一

み
の 

う
ち

郎
、
東
三
省
な
ど　

人
の
新
築
委

５４

員
が
選
ば
れ
た
。

　

順
正
女
学
校
新
築
趣
意
書
を

要
約
し
て
紹
介
す
る
と
―
、

　

「
過
去
７
、
８
年
間
の
我
が
国
の

女
学
校
は
欧
米
の
模
倣
の
傾
向
が

あ
り
、
学
は
高
遠
で
、
芸
は
浮
華
に

流
れ
、日
本
婦
人
特
有
の
優
美
、貞

淑
を
忘
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の

２
、
３
年
来
、女
学
校
は
衰
微
し
て

い
る
が
、
女
子
教
育
は
な
い
が
し

ろ
に
す
べ
き
で
な
く
、
学
を
以
っ
て

知
を
研
き
、
徳
を
修
め
、
技
芸
で
身

を
立
て
、
家
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と

し
、
良
妻
賢
母
を
得
る
教
育
は
国

家
の
急
務
で
あ
る
。
順
正
女
学
校

は
こ
の
主
義
を
採
り
、
明
治　

年
１４

７
月
よ
り
明
治　

年
に
至
る　

年

２７

１３

間
、
全
国
で
幾
多
女
学
校
が
興
廃

す
る
な
か
、
益
々
栄
え
、
そ
の
教
育

は
社
会
に
適
し
、
卒
業
生
は
人
の

師
、
良
妻
と
な
る
。今
我
が
校
百
数

十
人
の
生
徒
を
有
し
、
教
場
狭
く
、

こ
れ
以
上
生
徒
を
入
れ
る
余
地
が

な
い
。
今
回
校
舎
新
築
を
企
図
し

て
い
る
。
我
が
校
の
主
義
に
賛
成

し
、こ
の
計
画
の
賛
助
を
願
う
」

　

こ
の
呼
び
か
け
以
後
、
福
西
は

以
前
に
も
増
し
て
寸
暇
を
惜
し
ん

で
東
奔
西
走
し
、
新
築
委
員
を
は

じ
め
高
梁
町
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、

約
三
千
円
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

 

（
文
･
児
玉　

享
さ
ん
）

シ
リ
ー
ズ�

女
子
教
育
に
身
を
捧
げ
た

女
子
教
育
に
身
を
捧
げ
た�
女
子
教
育
に
身
を
捧
げ
た�

福
西
志
計
子�

4
当時まだ珍しい洋装の福西


